
尾張旭市地域福祉計画（素案）のパブリックコメント実施結果 

 

１　意見募集期間　　　令和７年１２月１７日（水）から令和８年１月１５日（木）まで 

 

２　閲覧場所　　　　　市役所地域福祉課・市政資料コーナー、スカイワードあさひ、東部市民センター、渋川福祉センター、新池交流

館ふらっと、各公民館、図書館、尾張旭市社会福祉協議会及び市ホームページ 

 

３　意見提出者数　　　１名 

 

４　意見の要旨と意見に対する市の考え方 

 素案の関係箇所
意見の要旨 市・社会福祉協議会の考え方  ページ 章

 

１ 表紙

◯◯年の表記が元号のみで書かれています

が、元号はわかりにくくなっているため、表

紙にも西暦を用いたほうが良いと思います。 

せめて、2026 年（令和 8 年）などの記述と

してください。

御意見を踏まえ、表紙及び本文（グラフ、図及び当該

箇所に関係する本文を除く。）について、和暦と西暦を併

記するよう検討します。

 

２ ２１ 第２章

回収率　44％、回収数 880 件、ということ

ですが、統計としては、もっとサンプル数が

必要なのではありませんか。前回調査から有

効回答数が減っているようですが、アンケー

ト手法として課題や解決策は考えられます

か。

本調査の有効回答数 880 件は、統計学的にみて、市全

体の傾向を把握する上で一定の信頼性を有する規模であ

ると考えております。一方で、年代別・地区別などの詳

細な分析については、回答数の偏り等に留意しながら解

釈する必要があると認識しております。 

また、前回調査と比較して回答数が減少していること

については課題として認識しており、回答負担の軽減や

調査方法の工夫など、今後の調査手法の改善に向けた検

討が必要であると考えております。
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３ ４４ 第３章

土台としての地域力として、住民（近所）、

民生委員・児童委員、自治会・町内会、各種

団体等、校区社協があがっていますが、なり

手不足、構成員の高齢化、加入率の低下など、

地域力を発揮する以前に、個々の団体自らの

課題を持っている状態です。 
　その団体に依拠する計画では、見通しは暗

いように思えますが、どのように考えておら

れますか。

ご指摘のとおり、民生委員・児童委員、自治会・町内

会、各種団体等においては、なり手不足や高齢化、加入

率の低下といった課題が生じていることを、本市として

も認識しています。 

本計画では、これら既存の団体のみに依拠するのでは

なく、負担の分散や役割の見直し、新たな担い手の参加

促進などを通じて、地域力を維持・強化していくことを

目指しています。 

また、地域住民一人ひとりが無理のない形で関われる

仕組みづくりや、専門機関との連携を進めることで、持

続可能な地域福祉の実現に取り組んでまいります。 

 

４ ５７ 第４章

「若年層を対象とした仕事の魅力発信」な

どとありますが、介護保険が始まる頃のこと

を思い出すと、当時は、介護職の専門学校な

ども女子に人気がありました。今はどうなっ

ているでしょう。エッセンシャルワーカーの

低賃金を、根本的に解決しなければ、いくら

魅力を発信しても解決しないと思います。

エッセンシャルワーカーの処遇改善が重要な課題であ

ることについては、ご指摘のとおりであり、市としても

その必要性を強く認識しています。 

一方で、賃金水準や制度設計については、国や県が所

管する制度の影響を大きく受ける分野であり、市の地域

福祉計画において直接的に是正を図ることには一定の限

界があります。 

本計画では、市として取り組むことが可能な施策とし

て、仕事の魅力発信や就労環境の改善支援、人材育成な

どを位置づけております。
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５ ５８ 第４章

年金支給年齢が引き上げられたことや、低

年金の問題があるので、動ける高齢者に期待

するのは難しいのではないでしょうか。高齢

者のボランティア頼りでは、うまくいかない

のではないでしょうか。何人ぐらいの人数を、

高齢ボランティアで確保しようと考えている

のですか。

ケース 04 に記載している事例は、特定の人物像を想定

して施策の対象を限定したり、高齢者のボランティア参

加を前提としたりするものではありません。地域福祉を

「自分ごと」として捉えていただくため、市民の視点に

立ったストーリーを用い、誰もが直面し得る生活上の変

化や課題をわかりやすく示すことを目的として掲載して

おります。 

　ご指摘のとおり、年金制度や生活状況の変化を背景に、

すべての高齢者が地域活動に参加できるわけではないこ

とを前提とする必要があると認識しています。 

本計画においても、高齢者に一律に役割や期待を求め

るものではなく、あくまで「参加したい」「自分の経験や

力を生かしたい」と考える方が、無理のない形で地域と

関われる環境づくりを進めることを基本的な考え方とし

ています。 

そのため、ボランティアの確保を高齢者のみに依存す

るものではありません。高齢者については、生きがいや

社会参加の一つの選択肢としてボランティア活動に参加

できるよう、講座やサロンの内容充実、活動情報の発信

などに取り組む一方で、若者や現役世代を含め、幅広い

世代が地域福祉活動に関われる仕組みづくりを併せて進

めていきます。
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６ － －

　全体を通して、難しい課題に取り組んでお

られると受け止めています。各小学校区に福

祉や子育て、社会教育などの専門職を配置し、

それを核として地域福祉を形成していくこと

ができないものだろうかと思います。それに

は市職員の増員が必要になりますし、拠点施

設としては、地区公民館だけのスペースでは

不足するように思います。

貴重なご提案をいただき、ありがとうございます。 
専門職を核とした地域福祉の推進は重要な視点であ

り、本市としても関係機関との連携や専門性の活用を重

視しています。 
一方で、専門職の配置や拠点施設の整備については、

財政状況や人員体制などを踏まえた中長期的な検討が必

要となるため、本計画では方向性の整理にとどめていま

す。 
今後は、本計画の推進を通じて課題を検証しながら、

より効果的な体制整備について検討してまいります。


